
 
 
 
 
 
 
 

 

 

勝田小の子ども同士も『チーム勝田』 

校長 石澤 康史 

 

 ４月、勝田小学校は順調なスタートを切り、新年度の教育活動が本格的に動き始め

ました。はじめは緊張気味だったり不安そうだったりした子どもたちも、新しい環境

にも慣れてきて、日増しに活動的になってきたようです。それぞれの教室で子どもた

ちの笑顔や、真剣に学習に取り組む姿を見ることができて嬉しく思っています。 

この様な順調なスタートは、保護者の皆様のご協力があってのことと感謝申し上

げます。 

 

 先日、１年生を迎える会が行われました。対面ではなくオンラインによる開催でし

たが、とても良い会になったと感じました。 

 2 年生からお祝いの言葉とアサガオの種が入ったメダルのプレゼントが渡されま

した。昨年度の運営委員児童は、２月から会の準備に取り組み、本番当日も司会やは

じめの言葉などでしっかりと役割を果たしていました。歌のプレゼントは全校から

贈られました。1 年生が元気よく過ごせるように『勇気１００％』の歌に、６年生が

振り付けをしたものがテレビの画面に流れました。1 年生の教室では映像に合わせ

て、元気よく歌う姿が見られました。 

これらの微笑ましい様子を見て、今後も上級生が、1 年生を温かく見守り支えてい

く様子が目に浮かんできました。 

 

 さて、私は、保護者や地域と学校は連携して『チーム勝田』となって子どもたちの

成長を支えていくと様々な場面で話しています。今回の 1 年生を迎える会の様子か

ら、勝田小の子どもたち同士もチーム勝田を結成して、互いを支え合って自らかがや

く子になっていかれると確信しました。今後の子どもたちの成長がとても楽しみに

なりました。 

 

本校は令和５年度創立５５周年を迎えます。 
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